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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和５年７月１２日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

一般社団法人びわ湖の素ＤＭＯ 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

滋賀県米原市 

所在地 滋賀県米原市米原 1016 番地 

設立時期 令和２年４月 1日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 ９人【常勤５人（正職員２人・出向等３人）、非常勤４人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

草野 丈太 

（出身組織名） 

奥伊吹観光（株） 

奥伊吹観光㈱の代表取締役社長として、2021 シー

ズン全国売上高１位のグランスノー奥伊吹や第５

回旅館甲子園グランプリのグランピング施設グラ

ンエレメントなどの観光施設を運営。施設電力を

水力発電施設で賄うなど、持続可能な観光にも注

力している。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

法邑 英明「専従」 

（出身組織名） 

（一社）びわ湖の素ＤＭＯ

※（株）ＪＴＢからの出向 

大手旅行会社にて約２５年営業担当として勤務。 

総合旅行業務取扱管理者資格を持ち、国内・海外

ともに豊富な添乗経験を有し、観光地域マーケテ

ィングに高い見識と能力を有している。 

 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

清水 英史「専従」 

（出身組織名） 

（一社）びわ湖の素ＤＭＯ 

滋賀中央信用金庫で１５年間勤務。その後も一般

企業の経理部門を担当し、財務に関する専門知識

を活かして持続可能な運営を行う。 

プロモーションの

責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

川﨑 壮登 

（出身組織名） 

（一社）びわ湖の素ＤＭＯ 

※米原市からの支援 

米原市役所の企画・シティセールス部門に従事。

市内観光資源を熟知し、人材との調整能力を持

つ。市内事業者やキーパーソンとの豊富な人脈を

活かしプロモーションに高い能力を持つ。 
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旅行商品や地域イ

ベントの企画造成

の責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

山田 悠希「専従」 

（出身組織名） 

（一社）びわ湖の素ＤＭＯ

※（公社）びわこビジター

ズビューローからの出向 

（公社）びわこビジターズビューローに２年間在

職し、滋賀県全体の観光資源を熟知し、人材との

調整能力を持つ。市内観光事業者と連携したイベ

ントや旅行商品の企画造成に精通している 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

・滋賀県商工観光労働部観光振興局（広域観光推進、新幹線米原駅の活用） 

・米原市まち整備部シティセールス課（市施策との調整、プロモーション、観

光インフラ整備） 

・米原市まち整備部農政商工課（特産品開発） 

 

連携する事業者名

及び役割 

・公益社団法人びわこビジターズビューロー（広域観光促進） 

・一般社団法人近江ツーリズムボード（広域観光・インバウンド対応連携） 

・米原市商工会（商工振興、特産品開発） 

・滋賀県漁業協同組合連合会（体験コンテンツ開発） 

・奥伊吹観光株式会社（体験コンテンツ開発、宿泊、交通） 

・株式会社メリーデイズ（体験コンテンツ開発） 

・米原市内各宿泊施設（宿泊）  

・近江鉄道株式会社（観光受入体制整備） 

・近江タクシー株式会社（二次交通連携） 

・株式会社トヨタレンタリース滋賀（二次交通連携） 

・BIWAKO BACKROADS（インバウンド向け体験コンテンツ開発） 

・米原ボランティアガイド協会（観光受入体制整備） 

・会員事業所（飲食物産、寺社仏閣等） 

 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】① 

  

①一般社団法人びわ湖の素ＤＭＯでは、定期総会（年１回）、理事会（年３～

４回）を開催している。理事には観光資源の関係者、宿泊事業者、交通事業者

など各分野の関係者が就任しており、意思決定に関与することにより合意形成

を図っている。  

また、びわ湖の素ＤＭＯが中心的な役割を果たし、地域の多様な事業関係者

で情報を共有し、連携しながら、米原市およびその周辺地域における様々な資

源を活用することにより、国内外の観光客から選ばれる魅力的な観光地域づく

りを行っている。 
 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

観光振興に関する講演会の開催や観光情報の発信やおもてなしの向上に向けた

研修会の開催に取り組んでいる。 

 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

令和２年～ 観光宣伝事業 

・観光情報ウェブサイト「長浜・米原・奥びわ湖」 

・インバウンド向け観光パンフレットの作成 

 

令和３年～ 観光宣伝事業 

・国内観光客向け観光パンフレットの作成 

・ＳＮＳを活用した情報発信 
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・醒井わくわくマップの作成 

・米原駅周辺グルメマップの作成 

 

受入環境の

整備 

令和３年～ 観光客受入体制整備事業 

・米原駅観光案内所の運営（米原市役所本庁舎内） 

・米原駅東西自由通路コインロッカーの運営 

・レンタサイクル事業 

 

令和３年～ 物産振興事業 

 ・米原市特産品販売 Orite CONCE の運営 

・ネットショップ米原市特産品市場 オリテ米原の運営 

・米原市ふるさと納税業務支援 

 

令和４年～ 観光客受入体制整備事業 

・コワーキングスペースの管理運営 

観光資源の

磨き上げ 

令和２年～ インバウンド受入体制整備事業 

 ・国際際競争力の高いスノーリゾート形成事業 

 

令和３年度 周遊観光促進事業 

 ・レンタカーを活用した周遊促進事業 

 ・まいばら駅広域観光交流圏コンソーシアム事業 

  「二次交通実証実験」 

「デジタル観光マップ」 

・びわ湖・近江路観光圏活性化事業 
「歴史リアル謎解きゲーム・石田三成 

 ～天下人に生涯をささげた武将～」 

 

令和４年度 周遊観光促進事業 

 ・企画展「花めぐり旅 アルフォンス・ミュシャ展」 

 ・謎解きイベント・真夏の米原エキ横大冒険  

 ・レンタカーを活用した周遊促進事業 

 ・まいばら駅広域観光交流圏コンソーシアム事業 

  「北びわ湖デジタルスタンプラリー」 

 ・雪舞う米原 かき氷トリップ 

 ・アートイベント「Orite Art 青岸寺」 

 ・伊吹そば街道デジタルスタンプラリー 

   

 

【定量的な評価】 

（令和４年度） 

・観光入込客数：183 万人 

・外国人宿泊者数：8千人 

・観光消費額：17426 百万円 

・ホームページアクセス数：207 万 PV 

・公式ＳＮＳでの情報発信件数：359 件 
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実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

行政、宿泊業者、観光事業者のみならず、交通事業者、宿泊・飲食事業者、商

工業、文化財関係者など、多様な関係者が参画する官民が密接に連携した運営

を実施 

 

【実施体制図】 

 
 

 

 

２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  面積：250.39㎢ 

  人口：37,560 人 

（2023 年 6 月現在） 

 

  面積：250.39㎢ 
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【区域設定の考え方】 

びわ湖の北東に位置する米原市は滋賀県唯一の新幹線停車駅「米原駅」を有するほか、東海道

本線、北陸本線、近江鉄道が乗り入れるとともに、主要道路として名神高速道路、北陸自動車道

IC が立地するなど、近畿・中部・北陸を結ぶ大動脈の結節点であり、広域交通の要衝。 

西に琵琶湖、北に滋賀県最高峰の伊吹山、南に霊仙山がそびえ、総面積の６割を森林が占める

自然豊かな地域で貴重な動植物の宝庫ともなっている。中山道と各宿場町、戦国時代を代表する

秀吉、三成ゆかりの地など歴史資源も多い。令和２年に市域を範囲とする（一社）びわ湖の素Ｄ

ＭＯが発足し、その地域性を活かしながら観光振興を行っていることから、当該区域での区域設

定が適切である。 

 

【観光客の実態等】 

米原市の観光入込客数は、伊吹山やスキー場など天候に左右されやすい観光資源が多いことから、

年度ごと増減が見られるが、年間約 170 万人前後で推移しており、直近５年間の日帰り観光入込客数

は年間約 169 万人、宿泊客数は年間約 21 万人となっている。高い交通利便性を有することに加えて、

市内には大型宿泊施設が少なく隣接市に大型宿泊施設が集中していることから、日帰り観光客が約９

割を占めている。 

令和２年は新型コロナウィルス感染症の拡大の影響により、日帰り観光入込客数が 134 万人（前年

比約 18％減）、宿泊客数は 14万人（前年比約 40％減）と大幅に減少している。 

外国人旅行者入込客数は、直近５年間の平均で約１万４千人となっており、そのうち日帰り客が

96％を占め、そのほとんどがスキー場となっている。令和２年はコロナウィルス感染症拡大の影響で

入国等が制限されたこともあり、約８千人と前年度から 53％減少した。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

＜自然＞ 

琵琶湖、伊吹山、天然記念物「伊吹山頂草原植物群落」、霊仙山、三島池、醒井地蔵川・梅花藻、特

別天然記念物「長岡のゲンジボタルおよびその発生地」、名水百選「泉神社湧水」、平成の名水百選

「居醒の清水」、日本遺産「琵琶湖とその水辺景観―祈りと暮らしの水遺産」 など 

＜観光施設＞ 

道の駅（近江母の郷、伊吹の里旬彩の森)、醒井養鱒場、グランスノー奥伊吹、JAF 公認ジムカーナ

コース（グランスノー奥伊吹）、グリーンパーク山東（グランエレメント）、伊吹薬草の里分館センタ

ー、ローザンベリー多和田（ローザンイルミ）、ビッグブレス など 

＜文化・歴史＞ 

 青岸寺、清滝寺徳源院、成菩提院、福田寺（浅井御殿）、蓮華寺、石田三成ゆかりの施設（観音寺、

大谷吉継の首塚など）、鎌刃城跡、北国街道・中山道の宿場町（醒井宿、柏原宿、番場宿） 、京極氏

遺構群、国の重要文化的景観「東草野の山村景観」、上丹生木彫、近江真綿 など   

＜イベント・祭＞ 

中山道柏原宿 やいと祭り、⽶原曳山祭、清滝大松明、豊年太鼓踊、鍋冠まつり、磯武者行列、坂田

神明宮蹴り奴振り、山津照神社武家奴振り、福田寺公家奴振り、梅花藻ライトアップ、戦国ロケット

流星 など 

＜スポーツ＞ 

 登山、ホッケー（ブルースティックス滋賀のホームタウン）、スキー（2021 シーズン全国９位の来

場者数）、大規模スケートボードパーク（ビッグブレス内）、パラグライダー、サップ、渓流釣り、モ

ルック など 

＜食・特産品＞ 

 伊吹そば（GI 認証）、鮒ずし、湖魚料理、ビワマス、漬物寿司、伊吹牛乳、伊吹ハム、近江米、よ

もぎ、もぐさ、布団 など 
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＜観光資源の活用方法＞ 

訪れた人々の心を癒す、昔ながらの懐かしい原風景が残る地域は全国にいくつも存在するが「原風景

＝交通アクセスが悪い」ことが多い。しかし、米原市はゴールデンルート上に位置する滋賀県唯一の

新幹線停車駅を有し、また北陸方面への分岐点として、関西圏・東海圏から鉄道、陸路とも交通の利

便性が非常に高い。この好アクセスを最大限に活用し、雄大な自然と昔懐かしい時代に気軽に来られ

るエリアとして知名度を上げ、観光客を増やしていく。 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

 施設数 収容人数 

ホテル・旅館 ８ 1,870 人 

簡易宿泊所 14 280 人 

合計 22 2,150 人 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

■東京・名古屋方面から米原駅 

  《公共交通機関》 

   東京駅から新幹線で約２時間、 

名古屋駅から新幹線で約 30 分、在来線で約１時間 

  《車》 

   東京 ICから東名・名神高速で約 416km 

   小牧 ICから名神高速で約 66km 

 ■大阪方面から米原駅 

  《公共交通機関》 

   新大阪から新幹線で約 40 分、                            

京都から新幹線で約 20分、在来線で約 55 分 

  《車》 

   吹田 ICから名神高速で約 110km 

   京都南 IC から名神高速で約 83km   

 ■北陸方面から 

  《公共交通機関》 

   金沢から特急で約２時間、 

   敦賀から特急で約 35 分、敦賀から在来線で約１時間 20 分 

  《車》 

   金沢東 IC から北陸自動車道で約 180km 

   敦賀 ICから北陸自動車道で約 46km 

 

【外国人観光客への対応】 

米原駅観光案内所を運営し、ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所カテゴリー１に認定されている。 

また、多言語パンフレットの製作や案内表示の多言語化、多言語対応ホームページの充実を図って

いる。プロモーションに関しては、米原市内のインバウンド向け旅行事業者 BIWAKO BACKROADS や

（一社）近江ツーリズムボード、（公社）びわこビジターズビューローなどと連携しながら実施し

ている。 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析

し、消費単価向上に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として

実施。 

延べ宿泊者数 国内外の宿泊者数の実態や同行を

把握するため。 

観光入込客数調査による 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がっ

ている要因を分析し、戦略立案に

繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として

実施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、

戦略立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として

実施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策

の効果等を把握するため。 

アクセス数を集計・解析 

年間観光入込客数 国内外の観光客の実態や動向等を

把握するため。 

観光入込客数調査による 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
米原市では、人口減少が進んでおり、高齢化等の影響で就業者や事業所が減少傾向にあり、担い手

不足や後継者問題が深刻である。モノづくり県といわれる滋賀県の中で米原市は、観光の中心となる

宿泊・飲食サービス事業者の割合が県内市の中で最も低い状況にあり、観光産業に依存している割合

は他市と比較しても少ない。しかし、持続可能なまちづくりを見据える中において、新たな雇用の創

出や担い手の確保、地域経済の活性化を図るためには、すそ野の広い観光まちづくりに取り組むこと

が重要であり、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を中心とした地域資源を活用した地域の稼ぐ力の発揮

と交流人口の拡大を目指して令和２年に（一社）びわ湖の素ＤＭＯが設立された。 

世界的な観光都市・京都から新幹線で１駅１９分の位置にあり、インバウンド需要の回復とともに

真価が問われる米原駅を活用し、「滋賀県の東の玄関口」から「滋賀県全体のゲートウェイ」へと飛

躍させる観光施策に取り組むとともに、アフターコロナへの観光ニーズを捉えながら、約９割を占め

る日帰り観光から滞在時間の延長や宿泊滞在への転換を目指している。 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 

･自地域で積極的に活用できる強みは何か？ 

 
・鉄道、陸路とも大都市圏（京阪神・中京・

北陸）からの良好なアクセス 

・ゴールデンルート上に立地 

・自然体験・アウトドア観光・アクティビテ

ィの充実 

・大型観光施設（グランスノー奥伊吹、グラ

ンエレメント、ローザンベリー多和田） 

・古民家を改装した宿泊施設の増加 

 

弱み（Weaknesses） 

 

･自地域で改善を必要とする弱みは何か？ 

 

・乗換駅・立ち寄り先のイメージが定着し、

観光地としての認知度が低い。 

・米原駅前まちづくり事業の遅延 

・駅からの二次交通手段の確保 

・点在する観光資源の周遊促進 

・大型宿泊施設が少ない。 

・夜の賑わいの不足 

・グルメ・お土産のシンボル的な資源が不足 
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外部

環境 

機会（Opportunity） 

 

･自地域にとって追い風となる要素は何か？ 

 

・インバウンドの回復 
・新たな観光地・地域限定の体験を求める観

光客 
・避密・アウトドア人気の高まり 
・近隣地域と連携した広域観光の促進（まい

ばら駅広域観光交流圏コンソーシアム） 
・消費動向の変化（団体から個人、モノから 
コト）による、嗜好や趣味に対する投資の 
増加  

・北陸新幹線敦賀駅開業（令和６年）  
・大阪・関西万博（令和７年）等関西での大

規模イベント  
・ＳＮＳやデジタル技術の進歩  
・円安によるインバウンド消費額の増加 

脅威（Threat） 

 

･自地域にとって逆風となる要素は何か？ 

 

・新型コロナウィルス感染症による観光需要

の低迷 

・人口減少、物価上昇による国内観光マー 

ケットの縮小 

・少子高齢化、担い手不足、労働人口の流出 

・自治体間競争の過熱化 

・JR 北陸本線（長浜-米原間）の昼間減便 

・財源の不足 

・インバウンドに対する意識の希薄さ 

・獣害による自然環境の悪化 

・環境の変化（アウトドア観光が多く、天候

や積雪に左右されやすい。） 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

 アウトドア志向の３０～５０代の女性 

 

○選定の理由 

 伊吹山やスキー場、キャンプ場など自然嗜好やアウトドア好きが好む観光資源やアクティビティが

充実しており、近年のアウトドアブームにより市場も拡大傾向にある。また、この年代は、旅先の決

定権があり、影響力も強いことから。第１ターゲット層に選定。 

○取組方針 

大都市からの高いアクセス性と豊かな自然、自然を体感できる豊富なアクティビティなど豊富な観

光資源に恵まれていることから、これらを活かしたアドベンチャーツーリズムをびわ湖の素ブランド

として発信する。ここにしかない体験やアクティビティ、食、増加する古民家への宿泊などを有機的

に組み合わせて付加価値を高めながら、日帰り観光からの転換や滞在時間の延長に取り組む。 

 

○第２ターゲット層  

 京都にはない都会の喧騒から離れた昔ながらの丁寧な暮らしや文化を求める日本人や欧米を中心と

した外国人観光客 

 

○選定の理由 

中山道等の旧街道や東草野の重要文化的景観など、市内には昔ながらの街並みや景観が多く残され

ている。また、上丹生の木彫りや近江真綿などの伝統産業や GI認証を受けた伊吹そば、米原曳山祭

や豊年太鼓踊りなど、脈々と引き継がれた日本の伝統的な文化やくらしが今も大切にされている地域

であり、ありのままの「日本らしさ」を提供できる。 

○取組方針 

祭りや旧街道、伝統産業など地域で大切にされているものを観光資源として活用することで、シビ

ックプライドの醸成と地域の活力を生み出すこととし、イベントの開催や体感・体験事業の造成、情

報発信の強化に取り組む。また、地域と来訪者をつなぐガイドの育成やパンフレットの多言語表示に

取り組み、インバウンド受入体制の整備を図る。 
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○第３ターゲット層  

 モノよりコト消費を重視したミレニアル世代の女性、アジア圏雪なし国からの外国人観光客 

 

○選定の理由 

市内の主要観光施設である全国人気スキー場ランキング 1位のグランスノー奥伊吹やローザンベリ

ー多和田で毎冬に開催されているローザンイルミでは、話題や流行に敏感な若者の来場が多くなって

いる。情報発信力の高い若者から、さらなる人の流れを創出することで、米原市の新たな観光イメー

ジを創出する。 

○取組方針 

 グランスノー奥伊吹やローザンイルミなどの主要観光施設から次のスポットへの市内周遊を図るた

め、観光施設、グルメ、宿泊先などの観光資源の磨き上げと情報発信を図っていく。 

また、地域資源を生かしたアートや流行するかき氷旅など、SNS やメディアでの情報発信を意識した

話題性のあるイベントを開催することで、新たな誘客に取り組む。 

ゴールデンルート上に位置し、世界一の積雪記録を有するまちとして、大阪・京都・名古屋を観光

する雪なし国の外国人を中心に、雪遊び体験と周辺観光をツアー化することでインバウンドの獲得に

取り組む。 

 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 「感動」を届ける滋賀県のゲートウェイ・米原 

 

②コンセプトの考え方 米原市の一番の強みは、高い交通アクセス性と豊かな観光資源の両面を有し

ていることである。滋賀県唯一の新幹線駅であり、インバウンドのゴールデ

ンルート上に位置する米原駅に加えて、日本屈指の交通結節点として鉄道、

高速道路に接続し、大阪、京都、名古屋の三大都市から非常にアクセスがよ

い。一方、市街地を少し離れれば、日本一の湖びわ湖をはじめ、日本遺産に

も指定されている醒井宿の梅花藻、滋賀県最高峰の伊吹山など豊かな自然が

ある。また、かつて日本の大動脈であった中山道や北國街道が市内を通って

おり、柏原宿や醒井宿、番場宿などかつて宿場町として栄えた名残を残す街

並みや風情を楽しむことができ、北部に赴けば国の重要文化的景観にも指定

されている「東草野の山村景観」で今も息づく山村の暮らしを垣間見ること

ができる。加えて米原市は石田三成ゆかりの観音寺やバサラ大名で知られる

佐々木道誉ゆかりの蓮華寺、青岸寺、続日本 100 名城にも選ばれた鎌刃城な

ど、歴史資源にも恵まれている。米原市には、大自然や暮らしに根付いた日

本らしい風景、昔から守られてきた歴史資源など「日本のホンモノの姿」が

残っている。これらの観光資源を活かして『「感動」が得られる観光地域づ

くり』をコンセプトに、来訪者の旅の思い出としてより深く心に残るよう、

観光資源や地域の人、コトとを有機的に結びつけながら磨き上げ、旅の「感

動」として届けらるように地域一体となって取り組む。 

また、日本そば発祥の地ともいわれるそば文化や日本でも貴重となっている

上丹生木彫や近江真綿などの伝統工芸を地域に埋没させず、「感動をもたら

す要素」として発信し、地域や伝統の担い手が自信と誇りを持ち、意欲的に

観光活用に取り組むよう人材育成に取り組むことで、地域のシビックプライ

ドの醸成と観光活用による稼ぐ力の向上の好循環の創出を目指す。 

さらに、本市の観光資源の多くは自然や昔ながらの暮らし、伝統継承をベー

スとした、古来から人の手で丁寧に紡いできた観光資源であることから、持

続可能な観光の在り方について地域と協議しながら、丁寧な観光地域づくり

を目指す。 
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

年に４回程度行う理事会や随時行う会員向け情報発信を通じて、情報

の共有を図るとともに、行政や商工関係、観光・飲食関連、交通事業者

等の各種団体と定期的にコミュニケーションの場を設け、情報・意見交

換を行う。 

また観光戦略の策定、ＫＰＩの達成状況やＰＤＣＡの実施状況につい

て評価・分析を行った後に事業報告書を作成し､関係者と共有する。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

観光客に対するアンケート調査を実施し、動向分析や満足度調査を行

い、サービス向上につなげている。また、インターネットサイトにおけ

る口コミの調査を確認し、改善に活用する。 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

・ＳＮＳを活用した情報発信 

自らのＳＮＳやＳＮＳ広告を活用しながら、情報発信力の強化を図

り、認知度の向上を図る。 

・観光ホームページの充実 

観光情報ページの拡充を図るとともに、多言語ホームページの更 

新を含め、四季折々の旬な観光情報の発信を行う。 

・民間事業者サイトとの連携強化 

体験事業の民間予約サイトや旅行代理店が運営するツアー販売サイト

の活用など、誘客につながる発信元との連携を強化する。 

・広域プロモーションの推進 

関係団体と連携して「彦根城の世界遺産登録」に向けた取組や、北陸

新幹線の延伸、大阪・関西万博を見据えて、関係団体と連携して新幹線

米原駅を拠点とした広域周遊観光の促進に取り組み、びわ湖北部エリア

の広域プロモーションを推進する。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

 
６．ＫＰＩ（実績・目標） 

 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

指標項目 
2020 

（Ｒ２）

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

       8,207 8,404 8,605 

（ ） （ ） （ ） （75） （92） （106） 

実

績 

5,898 6,061 7,219  
   

（37） （39） （34） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

         245   250   254   

（ ） （ ） （ ） （2.7） （3.4） （3.8） 

実

績 

144 188 240 
   

（1） （0.5） （0.1） 
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※令和 4年度の数値で未確定のものは実績数値ではなく目標数値として記載。 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

令和４年１１月に開催したびわ湖の素ＤＭＯ理事会にて、持続可能な観光地域づくりの取組に向け

て、必須ＫＰＩの目標項目を設定した。また目標数値については独自調査の結果を基に、アフター

コロナにおける観光志向や北陸新幹線敦賀駅の開業、滋賀県での国体開催などを見据え各種事業を

展開していくことにより、継続的な増加を目指す数値設定とした。 

 
【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

・共通基準による滋賀県観光入込客統計調査における観光消費額および米原市観光入込客数を基に、

日帰り観光の回復や周遊観光の促進、雪あそびやスキーなどによるインバウンド取り込みを加味し

推計した。目標数値については日帰り観光が特定施設に集中している状況を平準化し観光客を分散

すること等で令和７年度には令和４年度比較して国内観光客を 1.19 倍、外国人観光客を 3.1 倍に 

 増加させるよう設定 

●延べ宿泊者数 

・経年把握している県観光入込統計調査における市内での延べ宿泊者数を基に、市内宿泊施設のリニ

ューアルや増設などを加味し推計した。目標数値については、雪遊びや田舎体験を目的としたイン

バウンドなどの滞在客の誘客促進などにより毎年 1万人ＵＰを設定 

●来訪者満足度 

・令和４年度に実施したアンケート調査結果を基に計上。 

 目標数値については地域の特性を活かした周遊観光事業の促進などにより、毎年１％ＵＰを設定 

●リピーター率 

・令和４年度に実施したアンケート調査結果を基に計上。 

目標数値については地域の特性を活かした周遊観光事業の促進などにより、毎年２％ＵＰを設定 

 

（２）その他の目標 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

   81％ 82％ 83％ 

（ ） （ ） （ ） （－） （－） （－） 

実

績 

― ― 80％ 
   

（－） （－） （－） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

   73％ 75％ 77％ 

（ ） （ ） （ ） （－） （－） （－） 

実

績 

― ― 71％ 
   

（－） （－） （－） 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●観光入込客数 

（万人） 

目

標 

   190 195 200 

（ ） （ ） （ ） （1.5） （1.9） （2.2） 

実

績 

148 166 183    

（0.8） （1.3） （0.8） 

●ホームページ

ビュー数（万

PV） 

目

標 

         230   250 270 

（ ） （ ） （ ） （－） （－） （－） 

実

績 

188 180 207 
   

（－） （－） （－） 
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 

※令和 4年度の数値で未確定のものは実績数値ではなく目標数値として記載。 

 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

令和 4年 11 月に開催したびわ湖の素ＤＭＯ理事会にて、必須項目以外の重要な指標を「滋賀県の東

のゲートウェイ」としての役割を評価する指標として、観光入込客数、米原駅鉄道乗降客数、二次

交通としてのレンタサイクル利用台数を設定し、情報発信の強化を目指しホームページやＳＮＳの

件数を設定 
 

【設定にあたっての考え方】 

●観光入込客数（万人） 

 滋賀県観光入込統計調査における米原市内の観光入込客数（宿泊・日帰り）を計上 

 目標数値についてはアドベンチャーツーリズムなどをブランド化して誘客促進することにより毎年

５万人ＵＰを設定 

●ホームページビュー数（万 PV）  

観光地・地域に対する顧客の関心度や施策の効果などを把握するため、ホームページへのアクセス

を重要な指標と捉え集計分析する。目標数値については、魅力ある地域の情報を充実させ、それら

をＳＮＳと連携してタイムリーに発信することで１０％程度のＵＰを設定 

●公式ＳＮＳ発信件数 

 公式ＳＮＳ（Twitter、Instagram、Facebook）などを積極的に活用し、タイムリーな観光情報を発

信する。目標数値については積極的なＳＮＳ活用を目指し１０％程度のＵＰを設定 

●レンタサイクル利用台数（台） 

 鉄道を活かした湖北地域振興事業である北びわ湖レンタサイクル事業における米原駅での貸し出し

台数を計上。目標数値については米原駅を利用した観光誘客の促進により、１０％程度のＵＰを設

定 

●鉄道乗降客数 

 ＪＲ米原駅、近江鉄道米原駅における乗降客数を計上。 

目標数値については米原駅を利用した観光誘客の促進を引き続き行うことにより、５％程度のＵＰ

を設定 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

●公式 SNS 発信

件数 

 

目

標 

         400 450 500 

（ ） （ ） （ ） （－） （－） （－） 

実

績 

－ 86 359 
   

（－） （－） （－） 

●レンタサイク

ル利用台数 

（台） 

 

目

標 

   500 550 600 

（ ） （ ） （ ） （－） （－） （－） 

実

績 

事業休止 246 453 
   

（－） （－） （－） 

●米原駅・鉄道

乗降客数 

（1日平均/人） 

目

標 

  19,000 20,000 21,000 22,000 

（ ） （ ） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

16,266 18,814  
   

（－） （－） （ ） 



様式１ 

12 
 

年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２） 

年度 

（実績） 

22,263,211 円 【国補助金】 
【県補助金】 
【市補助金】 
【自主事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

5,581,950 円 
97,614 円 

15,035,169 円 
309,371 円 

0 円 
1,239,107 円 

2021（Ｒ３） 

年度 

（実績） 

34,846,662 円 【国補助金】 
【市補助金】 
【その他補助金】 
【自主事業収入】 
【受託事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

1,924,505 円 
13,754,482 円 

403,000 円 
8,687,765 円 
9,140,240 円 

731,400 円 
205,270 円 

2022（Ｒ４） 

年度 

（実績） 

38,819,252 円 【市補助金】 
【自主事業収入】 
【受託事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

12,664,028 円 
8,455,038 円 

16,774,902 円 
851,200 円 
74,084 円 

2023（Ｒ５） 

年度 

（見込み） 

89,800,000 円 【国補助金（観光コンテンツ造成支援）】 
【国補助金(スノーリゾート形成促進）】 
【市補助金】 
【その他補助金】 
【自主事業収入】 
【受託事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

7,159,000 円 
21,387,000 円 
18,300,000 円 

500,000 円 
10,150,000 円 

5,630,000 円 
850,000 円 

25,824,000 円 
2024（Ｒ６） 

年度 

（見込み） 

40,650,000 円 【市補助金】 
【自主事業収入】 
【受託事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

18,000,000 円 
9,500,000 円 

12,000,000 円 
950,000 円 
200,000 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

（見込み） 

 

 

40,650,000 円 【市補助金】 
【自主事業収入】 
【受託事業収入】 
【会費】 
【雑収入】 

18,000,000 円 
9,500,000 円 

12,000,000 円 
950,000 円 
200,000 円 
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２）支出 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２）

年度 

（実績） 

21,394,139 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【物産振興】  

10,117,438 円 
7,970,233 円 
3,306,468 円 

2021（Ｒ３）

年度 

（実績） 

34,774,462 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【コンテンツ開発（観光資源の磨き上げ）】 
【観光イベントの開催費】 
【物産振興】  

9,056,006 円 
2,433,482 円 
3,850,020 円 
3,750,403 円 

15,684,551 円 
2022（Ｒ４）

年度 

（実績） 

38,747,052 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【コンテンツ開発（観光資源の磨き上げ）】 
【観光イベントの開催費】 
【マーケティング（市場調査、ブランド

戦略等）】 
【物産振興】  

8,085,041 円 
2,255,002 円 
7,747,872 円 
2,994,062 円 
1,595,000 円 

 
16,070,075 円 

2023（Ｒ５）

年度 

（見込み） 

89,800,000 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【コンテンツ開発（観光資源の磨き上げ）】 
【観光イベントの開催費】 
【マーケティング（市場調査、ブランド

戦略等）】 
【物産振興】  

8,160,000 円 
4,300,000 円 

54,840,000 円 
4,500,000 円 
1,000,000 円 

 
 

17,000,000 円 
2024（Ｒ６）

年度 

（見込み） 

40,650,000 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【コンテンツ開発（観光資源の磨き上げ）】 
【観光イベントの開催費】 
【マーケティング（市場調査、ブランド

戦略等）】 
【物産振興】  

9,250,000 円 
4,300,000 円 
4,600,000 円 
4,500,000 円 
1,000,000 円 

 
 

17,000,000 円 
2025（Ｒ７）

年度 

（見込み） 

40,650,000 円 【一般管理費】 
【情報発信・プロモーション】  
【コンテンツ開発（観光資源の磨き上げ）】 
【観光イベントの開催費】 
【マーケティング（市場調査、ブランド

戦略等）】 
【物産振興】  

9,250,000 円 
4,300,000 円 
4,600,000 円 
4,500,000 円 
1,000,000 円 

 
 

17,000,000 円 
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（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
米原駅観光案内所の運営 

コインロッカー、レンタサイクル事業の収入 

コワーキングスペースの運営管理 

特産品・土産品販売店、ふるさと納税など EC サイトの販売手数料収入 

ふるさと納税支援事業による手数料収入 
 
 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 

 

米原市は、一般社団法人びわ湖の素ＤＭＯを米原市における地域ＤＭＯとして登録したいので 

一般社団法人びわ湖の素ＤＭＯとともに申請します。 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

 エリアが重複する地域連携ＤＭＯ：一般社団法人近江ツーリズムボードとは、定期的に意見交換を

行い、事業を推進している。 

 

【区域が重複する背景】 

一般社団法人近江ツーリズムボード：地域連携ＤＭＯ登録（2017 年 11 月 28 日） 

 

【重複区域における、それぞれの DMO の役割分担について】 

一般社団法人近江ツーリズムボードでは、米原市を含む３市４町のエリアで旅行商品の造成やイン

バウンド受入体制整備、プロモーション等を実施している。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

 一般社団法人近江ツーリズムボードでは地域連携ＤＭＯとして、圏域の特性を生かした旅行消商品

の造成やエリアへのインバウンド誘客、受入態勢整備を行う役割を担い、エリア内の各市町では、そ

れぞれの地域のスペシャリストとして、地域内の情報把握や課題解決にむけた観光施策を展開してい

る。相互に連携し、意見交換することで互いに効率的で効果的な活動を行っている。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 法邑 英明 

担当部署名（役職） 事務局長 

郵便番号 〒521-0012 

所在地 滋賀県米原市米原 1016 

電話番号（直通） 0749-51-9082 

ＦＡＸ番号 0749-51-9083 

Ｅ－ｍａｉｌ orite@biwakonomotodmo.com 
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１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 滋賀県米原市 

担当者氏名 坂 仁美 

担当部署名（役職） 米原市まち整備部シティセールス課（課長） 

郵便番号 〒521-8106 

所在地 滋賀県米原市米原 1016 

電話番号（直通） 0749-53-5140 

ＦＡＸ番号 0749-53-5139 

Ｅ－ｍａｉｌ visit@city.maibara.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
滋賀県米原市

【設立時期】 令和２年４月１日
【設立経緯】

米原市の地域経済活性化および文化の振興ならびに国際観光の振
興に寄与するため、米原観光協会に代わる組織として設立

【代表者】 代表理事：草野 丈太
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局長：法邑 英明
【財務責任者（ＣＦＯ）】 経理担当：清水 英史
【職員数】 ９人（常勤５人、非常勤４人）
【主な収入】 市補助金 １３百万円、自主事業収入 ８百万円、受託事

業収入 １６百万円

【総支出】 ３８百万円
（一般管理費８百万円、事業費１３百万円、物産振興１７百万円）

【連携する主な事業者】
びわこビジターズビューロー、米原市商工会、米原ボランティアガイド
協会、近江ツーリズムボード、トヨタレンタリース滋賀ほか

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月１１日

【主なターゲット】
①アウトドア好きの国内30～50代の女性
②京都にはない文化を求める日本人・外国人
③20～40代の女性、雪なしアジア圏外国人

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
①米原アドベンチャーツーリズムのブランド化。
②交通アクセスの利便性と「日本らしさ」が残る

文化や暮らしの体験型観光の造成
③雪遊びと豪雪地域の景観などを組み合わせた

雪なしアジア圏インバウンドの取り込み
【観光地域づくりのコンセプト】

「感動」を届ける滋賀県のゲートウェイ・米原

【観光資源の磨き上げ】
米原駅を活用した周遊観光促進事業、

体験型事業の掘り起こし、国際際競争
力の高いスノーリゾート形成事業、物産
振興事業

【受入環境整備】

米原駅観光案内所の運営、米原駅自
由通路コインロッカーの運営、レンタサイ
クル事業の実施、コワーキングスペース
の運営管理など

【情報発信・プロモーション】
ウェブサイト、SNS を活用した

情報発信、観光パンフレット作成、
米原市や旅行会社と連携した
着地型旅行商品の造成

【主な地域活性化事業】
食を通じた周遊観光促進事業
・雪舞う米原 かき氷トリップ
・伊吹そば街道スタンプラリー
・アートイベント「Orite Art 青岸寺」

（候補） 【地域ＤＭＯ】 一般社団法人 びわ湖の素ＤＭＯ 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


